
平成２４年度

スローガン

挑戦と牽引、
そして、

結果を出します。

基本姿勢（基本方針）

　世界経済を始めあらゆる関市及び市民の皆様を取り巻く環境が混と
んとしている中で、尾関市政が「日本一しあわせなまち、関市を″市民
の手〟で創ろう。」を旗印にいよいよ本格始動します。その羅針盤の役
割を果たすべき「マニフェスト推進計画」の着実な進捗管理を担い、市
長の提唱する各施策を平成２４年度に策定する第４次総合計画の後
期計画（平成２５～２９年度）に反映させて、総合計画とマニフェストの
一体感を高めます。
　また、市民の皆様との協働による″市民の皆様が主権者〟とするまち
づくりの実現に向けて、職員全体の意識改革を図り、市民の皆様にも市
政に能動的にかかわることの重要性を説明し、市長政策の牽引役とし
て挑戦し結果を出します。

企画部長
（おおの　たかゆき）

大野　隆幸
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(3)⑧ ◎
行政の電子情
報化と市民のＩＣ
Ｔ環境の向上を
図ります。

　ＩＣＴ（情報通信技術）の利便性を活用した行政
事務の迅速化・効率化を関係部署や関係機関と
連携を図りながら進めます。
　ＣＭＳ（コンテンツマネジメントシステム＝Webコン
テンツを構成するテキストや画像などのデジタルコ
ンテンツを統合・体系的に管理し、配信など必要
な処理を行うシステムの総称。）を構築し、より効
果的な情報発信を行います。
　洞戸・板取・武芸川・武儀地域に公設整備したブ
ロードバンド（インターネットなどのネットワーク回線の
高速化。高速通信回線。）の利用を促進して市民
のＩＣＴ環境の向上を図ります。

　建設部で所管する橋梁台帳、カーブミラー台帳
を電子化し、地図情報システム（ＧＩＳ）に反映する
ことにより事務の迅速化、効率化を図りました。
　ＣＭＳについて、導入を完了しました。今後、わか
りやすく効果的な情報発信に努めます。
　洞戸、板取、武芸川、武儀地域に整備したブ
ロードバンドの加入促進を行い、利用者の増加を図
りました。

⑥

ぎふ清流国体・
清流大会を市民
総参加の大会と
なるよう盛り上げ
て開催します。

　市民総参加の大会とするため、競技会場等での
「市民ボランティア」の心のこもった活動、市民や児
童による応援メッセージをつけた花飾り育成活動、
市民参加による競技会会場周辺をはじめ市内全
域の清掃活動、学校観戦・市民観戦やスポーツ
少年団による全国の選手を応援する活動等に取り
組みます。
　また、競技会場での地元産品販売や市内団体
等による食産品のおもてなし活動に取り組み、関
市の魅力を全国に発信します。

　関市体育協会をはじめ多くの関係団体の皆様
や、約２５０人の市民ボランティアなど大変多くの皆
様のご支援、ご協力をいただいて、関市で担当い
たしました国体４種目、清流大会２種目につきまし
て、どの種目も順調・盛況に開催することが出来ま
した。また、市内３０校の小・中学生約５，６００人を
はじめ約３６，０００人の来場があり地元産品の販
売や産業・観光の情報発信にも努めました。

⑦
公共交通の利
便性向上を図り
ます。

　長良川鉄道、路線バス（高速バスを含む）、及び
関シティバスについて、それぞれの利用しやすく効
率的な運行と、便利でわかりやすい乗継について、
絶えず関係者等と協議を進め、市民の皆様のご意
見をいただきながら、利便性の向上を図ります。

　長良川鉄道、路線バス（高速バスを含む。）、及
び関市シティバスの効率的な運行と便利でわかり
やすい乗り継ぎの拠点として長良川鉄道関駅西側
に関駅西口広場整備を決定し、設計を終えまし
た。また、関シティバスの運行について、実証運行
の結果を踏まえてわかくさ・小瀬線、わかくさ・下有
知線の運行見直し、マーゴ・東山線、洞戸・関線の
廃止を行いました。

④
第４次総合計画
の後期計画を策
定します。

　平成２５年度から平成２９年度を期間とする第４
次総合計画後期計画を市長マニフェストとの整合
性を図るとともに、議会や市民の皆様および各方
面のご意見を活かすよう努めて、策定します。

　平成２５年度からの５年間を期間とする第４次総
合計画後期計画について平成２３・２４年度の２カ
年をかけて策定作業を進めてきましたが、予定通り
策定を終えて平成２５年度当初からスタートさせま
す。

⑤
市民アンケート
により市民の市
政満足度把握を
行います。

　事業の重要度と満足度把握のため平成２３年度
に実施したアンケート調査を市民による「まちづくり
通信簿」として位置付けて毎年実施し、幸福実感
度の指標化を図り、重要度が高く満足度が低い項
目に重点を置いて施策の点検・強化を図ります。

　平成２３年度と同一条件での市民３，０００人の
無作為抽出によるアンケートを実施し、平成２３年
度との結果比較を行いました、また、その結果を各
部局に通知して、各施策推進の点検と必要な見
直しを依頼しました。

② ◎
市民主権、市民
自治のための各
施策を推進しま
す。

　自治基本条例検討委員会及び策定部会の設
置、まちづくり講演会の開催などを通して条例の必
要性について、市民の理解を深める取り組みをしま
す。
　まちづくり市民会議の必要性や果たす役割、設
置基準などを具体化します。
　まちづくり（地域）委員会のモデル的取組みを上
之保地域で進めます。また、旧関地域で１地域と
合併地域で１地域での試行設置を推進します。
　１％市民活動支援制度を創設します。

　３０名の公募委員などで「関市自治基本条例策
定審議会」を平成２４年１２月に設置、年度内３回
の審議を実施しました。「自治基本条例講演会」は
平成２４年９月に愛知大学鈴木誠教授による勉強
会を開催、１２０名に参加していただきました。
　公募委員３０名で構成される「まちづくり市民会
議」を平成２４年９月から７回開催。全体研修の
後、子育て、教育、公共交通のテーマで検討を進
めました。
　上之保地域は地域振興計画により事業を実施、
武儀、田原地域はアンケート調査とその報告会を
開催しました。３地域に地域支援職員として市職
員を配属、住民とともに地域づくりを進めました。
　１％市民活動支援制度は、地域委員会の活動
を財政的に支援することで、その目的を果たせるも
のとして軌道修正しました。

③
総合計画の実
施計画の策定と
推進をします。

　平成２５年度の主要施策・事業の概要・概算決
定と平成２６・２７年度の方針を明確化する総合計
画実施計画を平成２４年９月末を目標に策定し、
平成２５年度予算編成に連動させます。

　総合計画の事業区分と予算編成の事業区分の
統一を図り、総合計画と予算が連動する体制を整
えて、総合計画の主要事業の市長査定を９月末
までに終えて平成２５年度予算編成に繋げました。

取組について　（※　◎印＝市長マニフェスト推進計画の項目に該当）
重点課題・目標 具体的な取組内容（課題・目標に向けた取組） 達成状況（実績）

①
マニフェスト推進
計画の着実な進
捗管理を担いま
す。

　マニフェスト推進計画に掲げる５７項目の施策に
ついて、平成２３年度末までの進捗状況を平成２４
年４月段階で各担当部署に報告を求めて進捗管
理を行い広報及びホームページ等にて公表しま
す。
　平成２４年度の推進状況について総合計画実施
計画策定時に進捗状況把握を行い、事業推進の
思わしくない事項について必要な軌道修正を図り
ます。

　平成２３年度末の進捗状況を取りまとめてホーム
ページや本庁・各事務所窓口などで公表するとと
もに、記者発表により市民の皆様へお知らせしまし
た。
　平成２４年度の進捗状況について、総合計画実
施計画の策定時に進捗状況の把握を行い、順調
な進捗を各担当部局に要請しました。また、年度
末に進捗結果を確認し次年度に向けて必要な軌
道修正を図りました。
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